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筆者よりお願い 
 

 

●この絵本は善悪中毒について、ある程度、理

解された方を対象に執筆したものです。 もし

あなたが善悪を大切なものとお思いであり、す

ぐに「どっちが悪いの？」等と考える心の癖を

お持ちなら、 この絵本を読む前に、平和の絵

本集(www.j15.org)の他の作品をお読みになっ

てください。 
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●この絵本は、差別に関する絵本集の１８番目

の作品です。 設定など引き継いでいる部分も

多く、また心理説明を省略している部分もあり

ます。 そのため、この絵本を最初に読んでも

分かりにくいところが多いはずです。 順番に

お読み頂くことをお勧めします。 

 

●この絵本の内容は全てフィクションです。現

実世界と混同されないようにお願い致します。 
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人の目には、あまりにも大きなもの

は、かえって見えないようです。 
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10 

 

 

 

 

さてここからは、遠い星の物語です。 

今から数千年ほど昔、数人の丸い触

覚を持つ人々（丸人とします）のグ

ループが、次のような教えを唱え始

めました。 
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 他人を愛せ。 

 善を愛せ。悪を憎め。悪と戦え。 

 悪人は神に呪われ地獄へ落ち、

永遠に火で焼かれる。 

 意味もなく人を殺すな。 

 異教徒は悪魔だ。 

 人は生まれながらに罪深い。 
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この教えは、丸人の間に、長い年月

をかけて少しずつ広まっていきまし

た。 というのも、丸人はこの教えを

信じれば誰もが皆、幸福になれると

思ったのです。こんな風に、です。 
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 他人を愛せ ⇒ 誰もが皆、愛し合

い、愛がいっぱいの世界になる。 

 善を愛せ。悪と戦え。悪人は神に

呪われ、地獄へ落ちる ⇒ 悪いこと

をする人がいなくなる。 

 異教徒は悪魔だ ⇒ 悪魔になりた
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くないので、みんなこの教えを信じ

るようになる。 

 人は罪深い ⇒ 「自分は罪深い」

と謙虚になる。そしてこれ以上、罪

を犯さないように気を付ける。 
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もちろん、この教えで救われる丸人

もいたのです。  
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ところが残念なことに、この教えを

錯覚する丸人も少なくはありません

でした。 彼らは願いに反して、原因

も分からぬままに少しずつ不幸にな

って行きました。それはこんな風に、

です。 
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 他人を愛せ ⇒ 愛が命令で生まれ

ると錯覚 ⇒ 嘘、虐待、争いが増加

する。 

 善を愛せ。悪と戦え。悪人は神に

呪われ、地獄へ落ちる ⇒ 地獄の恐

怖に駆られた人々が、善になるため
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に悪を探し、悪と戦っていると錯覚

し、互いに争う。  

 異教徒は悪魔だ ⇒ 違う教えを信

じる人たちを悪魔だと錯覚し、攻撃

する。 

 人は罪深い ⇒ 自分を罪深い悪人
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だと錯覚し、狂暴化する。 
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争いが増えるに連れ、丸人の間に「人

と人は対立し争い合うもの」という

認識が少しずつ、しかし着実に広が

って行きました。 そしてその認識に

従って、武器もまたより殺傷力の強

いものへと変化していきました。 
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さてある時、丸人の一団が大海原を

航海し、三角の触覚を持つ人々（三

角人とします）の国を発見しました。 

そこには錯覚された丸人の教えは伝

わってはおらず、人々は概して平和

に仲良く暮らしていました。 
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丸人たちから見て、彼らは異民族で

あり異教徒です。 丸人たちは、「異

教徒は悪魔」と信じるままに、初対

面の彼らを悪魔だと錯覚し攻撃しま

した。 
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三角人たちは、ほとんど武器を持ち

ません。 突然、見知らぬ人々に襲わ

れることがあるなど想像したことも

ありません。彼らは無抵抗のまま殺

されてしまいました。 
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そのうち、ようやく丸人たちも三角

人たちが悪魔では無かったことに気

づきました。  ・・・大変です！ 無

意味な人殺し（それは悪いことでし

た）をしてしまったのです！ 
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恐怖に追い詰められた丸人たちは、

三角人を同じ人間ではないと思い込

むこととしました。 
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人は認識に基づいて行動します。三

角人は動物だと信じた丸人は、三角

人を狩り・支配・売買の対象とする

ようになりました。奴隷制度の始ま

りです。 
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さらに丸人は人類の進化と文明化の

ため、三角人の国を次々に侵略・征

服していきました。 
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征服後、丸人は三角人へ「お前たち

は野蛮な劣等人種だ」と繰り返し教

え込みました。 その結果、三角人自

身もまた自分達を劣等人種であり、

丸人のことを自分達の主人であり神

様のような存在だと思い込むように
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なっていきました。 
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「三角人は劣等人種。丸人はより進

化した優越人種」 ・・・この妄想

は、いつしかこの星のほとんどの

人々に共有される「常識」となりま

した。 
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そして数百年が経ちました。丸人は

妄想から覚めずに侵略を続け、 この

星全体の人口からみれば１割超に過

ぎない丸人が、居住可能な陸地の９

割近くを支配するようになっていま

した。 
 



39 
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丸人がまだ征服していない土地は、

辺 境 の 地 の 一 部 に 残 る だ け で

す。  ・・・そこに、三角人の小さ

な国、「ノウソ」がありました。 

ノウソの国は、三角人が何万年も前

から住む、とても古い国でした。 他
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の三角人と同様に、彼らも平和に穏

やかに暮らしていたのです。 ただ遠

隔地に存在したため、他の三角人た

ちの国々が征服され支配されて行く

様子を遠くから観察することが出来

ました。 
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ノウソの国は狭く、資源らしい資源

もなく、丸人にとって魅力的ではあ

りませんでした。 そこで「こんなど

うでもイイ国の征服は後回し」と思

われていたのです。 

ノウソの人々には、なぜ丸人が全世
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界を武力で征服しようとするのか分

かりませんでした。 でも征服などさ

れたくありません。そこでノウソの

人々は大慌てで、富国強兵につとめ

ることとなったのです。 
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気が付くと、丸人の侵略はすぐ近く

まで迫っていました。それは時間と

の競争でした。 

ノウソ人は丸人との出会いを通して、

人種差別の存在にも気づきました。 

野蛮人だと思われては対等に付き合
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うことは出来ません。そこで自分た

ちが文明人で能力も低くないと証明

しなければと考えました。 そこで、

急ピッチの富国強兵で何とか国を守

りつつ、次のように様々な努力もし

たのです。 
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・努⼒１︓国際法を尊重し守ること 

 

これは自分たちが法律を守れる文明人であることを示

すためでした。 そこで国際的な法律・ルール・条約は、

たとえ納得できないものであってもバカ正直に守ったの

です。 

 



49 
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ただしこれには問題もありました。というのもこの星の国

際法には、トラブルを避けるという法律本来の目的だ

けではなく、 丸人が三角人を差別し・支配するという

目的もあったのです。 それを三角人であるノウソの

人々が尊重することには初めから矛盾が存在するので

す。 つまりノウソ以外の人々（三角人も丸人も）の
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目からすれば、なぜ丸人が作った法律を三角人のノウ

ソが守り、丸人のようにふるまうのか、となるのです。 
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国際法を守れば他の三角人に嫌われる。かといって

守らなければ丸人に野蛮人だと思われる。…これがノ

ウソの⽴場でした。 

 

・努⼒２︓丸⼈の文化・科学等を学び、社会システ

ムの全てを、丸⼈の国に似せて作りかえること 
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彼らの文化、芸術、科学技術等をマスターし、社会

システムまでコピーすれば、強国になるだけではなく、 

野蛮人だと思われなくなると思ったのです。 ノウソ人

は現実的で、とても柔軟な考え方を持っていました。 

しかし、ここにも問題はありました。誰かの知識を学ぶ

ということは、その人の間違いも含めて学ぶということで
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す。 丸人の知識をあまりにも急いでマスターしようと試

みたため、図らずも丸人の持つ偏⾒／間違った知識

を取り入れ、 また、自分達の優れた知識・伝統はな

いがしろにするということもあったのです。 
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・努⼒３︓様々な国際試合／競争に参加すること 
 

どのような分野であれ丸人と競争して勝てば、 「自分

たちが劣等人種ではない」と証明できると思ったのです。 

もちろん野蛮人ではないと示すために、丸人が作った

ルールは真面目に尊重することが前提です。  一方

で丸人たちにとっての国際試合は自分たちが優越人
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種だということを証明するためのものでした。 そこで、

勝つことが何よりも重要なこととされました。 

  



59 
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さて、もともと「三角人が劣等人種」

というのは、丸人たちの妄想に過ぎ

ません。 それがたとえ丸人独自の文

化／スポーツ／科学であっても、努

力すれば追いつくのは当たり前です。 

ノウソの人々が努力を重ねた結果、 
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丸人が「自分たちが優越人種である」

と証明することは、どんどんと難し

くなっていきました。 
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その結果、丸人の間に大きな不安・

恐怖が広がって行きました。 

 

「三角人が劣等」という妄想は、も

ともと丸人が自己正当化のために作

ったものです。 「三角人であるノウ
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ソが、丸人と同じ能力を持つ」と証

明されれば、 丸人は、これまで三角

人にしてきた残虐行為の正当化が出

来なくなってしまうのです。 



65 
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当然、丸人たちは自分たちの妄想を

壊していくノウソを激しく恐れ、憎

むようになって行きました。 
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一方で、ノウソの人々は、その理由

はまるで分からぬまま、丸人の敵意

だけは、ひしひしと感じていました。 

 

なぜこれほどまでに嫌われるのか？ 

ノウソの人々は、 「僕たちがまだ劣
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等だと思われているからに違いない。

もっと努力しよう」と考えました。 

しかしそれは過大評価という錯覚で

した。実際には、丸人は妄想が壊さ

れそうで怯えていただけなのです。 
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こうしてノウソの人々は、丸人の心

理を見抜けぬまま努力を重ね、 結果
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的に丸人を怯えさせ、丸人の心にノ

ウソへの激しい敵意を醸成して行っ

たのです。 
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そんな緊張感ただよう、ある日のこ

と。国際会議でノウソの外交官が爆

弾発言をしたのです。 
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ノウソにしてみれば、それはごく自

然な主張でした。 人種差別は恐ろし

い悲劇や憎しみの原因であり、それ

を無くしたいと思うのは当たり前の

ことです。 

しかし丸人にしてみれば、事情は全
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く違います。もし人種が平等である

なら、丸人の世界征服も、三角人の

奴隷化も隔離政策も、その正当な根

拠を失ってしまいます。 それは自分

達が悪となることであり、決して認

められないことでした。 
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ついにノウソは越えてはいけない一

線を越えてしまったのです。丸人た

ちは、もう我慢できないと互いに結

束し、 「必ずやノウソの国を打ち滅

ぼし、征服し、叩きのめし、奴らが

劣等人種であることを証明する」と
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固く誓い合ったのです。 

 

さあ、丸人たちは、今までにもまし

てノウソに対して、ありとあらゆる

嫌がらせを開始しました。 彼らが目

を付けたのは、ノウソが行なってき
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た勢力拡大です。丸人が三角人を征

服することは、優越人種なので正し

いことです。 しかしながら劣等人種

のノウソが丸人に対抗して勢力を拡

大することは許されません。それは

人類の進化に反することなのです！ 
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そこで、彼らは一致団結してノウソ

国に通知しました。 
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そして丸人国内にあるノウソの資産

を凍結し、ノウソ国の勢力範囲に存

在する不満分子へ武器を供給して反

乱を支援し、 ノウソ人への隔離政策

を強化し、ノウソ国への重要な資源

の輸出を禁止しました。  
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資源の輸入、特にエネルギーの輸入

が出来なければ、軍艦も戦車も動か

なくなります。 軍艦も戦車も動かな

くなれば、丸人たちの敵意から身を

守るすべはなくなります。 他の三角

人たちと同様に、征服され支配され



85 

 

ることとなってしまいます。 
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何しろ、この星の土地のほとんどは

丸人が征服済みです。丸人の連合軍

の戦力は、ノウソの戦力の何十倍に

もなりました。 
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ちっぽけなノウソが戦争をして勝て

る見込みは全く有りません。 

 

負けると分かっている戦争を自分か

ら好んでする人はいません。 

当然、ノウソのリーダーも戦争を避
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けるために、あらゆる努力をしまし

た。丸人連合軍に対して出来る限り

の妥協をし、何度となく話し合いを

呼びかけたのです。 しかしその全て

が拒絶されました。 丸人たちがノウ

ソに求めたことは、対等な話し合い
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ではなく劣等人種であることの証明、

つまりは屈服に他なりません。 
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さて、本気になってノウソをつぶし

にかかった丸人を前にして、ノウソ

国に残された選択肢は二つしかあり

ませんでした。 
 

・選択１ 戦争をせずに、屈服する 

 

これはつまり、自分たちが劣等人種であると認めること
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です。すぐに大勢の人が殺されることは免れますが、国

の独⽴は無くなるでしょう。 そして他の三角人たちと

同じように差別され、支配されることとなるでしょう。 
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・選択２ 負けると分かっている戦争をする 

これはつまり、大勢の人がすぐにひどい目に会うというこ

とです。国の独⽴もなくなるでしょう。 
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この二つの選択肢の中から、ノウソ

のリーダーは戦争することを選択し
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ました。 そこには「死中に活」とい

うノウソの伝統的な価値観がありま

した。 

とはいえ負ける戦争をするというこ

とは、自分自身の命が無くなるとい

うだけではなく、愛する家族や同胞
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も大勢、殺されるということです。 

ノウソ国も滅亡するかも知れません。 
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ノウソのリーダーは開戦を避けられ

ないと分かったとき、号泣したので

す。 

戦争がはじまりました。 戦力には何

十倍もの差があります。しかし、ノ

ウソの兵たちの闘志で、その戦争は
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実に激しいものとなりました。 
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ノウソの軍隊は同じ条件なら、丸人

の軍隊に負けることはありませんで

した。 何倍もの戦力差があって、初

めて兵力が均衡したのです。 
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さて、丸人の中には、強さこそ劣等

人種と優越人種の違いだと、信じて

いる人々が大勢いました。 なんせ、

他の三角人たちは丸人に何百年も負

け続け、ずうっと弱さを証明してき

たからです。 
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強さこそが劣等人種と優越人種の違

いだと信じている、多くの丸人たち

の目に、ノウソ軍の強さは衝撃的で

した。 そして彼らの目には、ノウソ

の人々が劣等人種だとは見えなくな

りました。 つまり一部の丸人たちの、
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三角人が劣等である、という認識が

変わってしまったのです。 
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戦争は何年も続きました。 

丸人の兵士たちが戦うのは、もちろ

ん、勝つためです。戦争で死ぬなど、

バカバカしいことに他なりません。  

 

一方でノウソの兵たちが戦ったのは、
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勝つためではありません。 

はじめから勝てる見込みがない戦争

です。負けて殺される運命は避けら

れません。 ただ、死に行く過程で意

地を・勇気を・誇りを見せるぞと。  
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つまり、ノウソの兵たちの戦いの目

的は、死にざまを見せることだった

のです。 それは、劣等人種として扱

われ、たまりにたまった怒りをぶつ

けることでもありました。 
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激しい戦いの中で、丸人はノウソの
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兵たちの、あまりの闘志に震撼しま

した。 
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さて丸人の中には、勇気こそが劣等

人種と優越人種の違いだと、信じて

いる人々が大勢いました。 

なんせ一部の例外を除き、多くの三

角人たちは簡単に征服されるばかり

で、勇気を示したことがあまり無か
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ったのです。 「こいつら、俺たちよ

りも、ずっと勇敢だ・・・」 激し

い戦闘の中で、それは否定しようが

ない実感でした。 勇気こそが劣等人

種と優越人種の違いだと信じている

多くの丸人たちの目に、ノウソの兵
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は劣等人種だとは見えなくなりまし

た。  

一部の丸人たちの、三角人が劣等で

ある、という認識が変わってしまっ

たのです。 
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118 

 

しかし時間が経つにつれ、しだいに

ノウソ軍は追い詰められて行きまし

た。 

 

個別の戦闘ではどれほど強く勇敢で

あろうと、何十倍もの戦力差はいか



119 

 

んともしようがありません。 この戦

争は、この星の征服者と辺境の小さ

な国との戦いなのです。 敗色が濃厚

となったノウソの国は名誉ある降伏

の道を模索しました。 けれど相手に

などされません。劣等人種に名誉は



120 

 

最も不要なものです。 
  



121 
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追い詰められたノウソの国は、つい

に特攻を始めました。 特攻とは爆弾

の命中精度を上げるために、飛行機

や小さな潜水艦（魚雷）に乗って、

敵に体当たりする、というものです。 
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124 

 

 

 

 

この特攻にはノウソの人々だけでは

なく、仲間の三角人も自ら希望して

参加しました。 

それは死の危険がある、・・・どころ

か、必ず死ぬ、という戦法です。 
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特攻は丸人を心底驚かせました。 丸

人は特攻を恐れただけではなく、ノ

ウソの兵の自己犠牲の精神に仰天し、

感動すらしてしまったのです。 

 

さて丸人の中には、崇高な自己犠牲



127 

 

こそが劣等人種と優越人種の違いだ

と信じている人々がいました。 自己

犠牲を払って反抗する三角人も、過

去に存在はしたのですが、１万人を

優に超える規模の特攻／自己犠牲を

目撃するのは、 この星の歴史上で初



128 

 

めてのことだったのです。 そんな彼

らには、爆弾と一緒に体当たりして

くるノウソの若者たちが劣等人種だ

とは思えなくなりました。 つまり、

三角人が劣等である、という認識が

変わってしまったのです。 
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130 

 

こうして、この星の人々（丸人も三

角人も）の「三角人は劣等人種」と

いう常識は、繰り返し打ち破られ、 

大いに動揺したのです。実際、三角

人を劣等だとは思えなくなった人々

も少なからず存在しました。 
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それでも丸人の多くは「三角人も同

じ人間だ」と認めることは出来ませ

んでした。 なにせ彼らは自己正当化

のために優生学 という学問まで作

り、 過去数百年も「丸人は優越人種

だ」とずうっと自分たちを騙し続け



132 

 

て来ているのです。 
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そんな丸人たちは、ノウソの兵の戦

いぶりを「勇気の証明」ではなく、

「狂暴性の証明」と考えました。 

 

「他の三角人は弱く、勇気も自己犠

牲の精神もない。一方でノウソは確



134 

 

かに違う。 しかしこいつら三角人が

俺たち丸人と同じ立派な人間である

はずがない。 そうだ、ノウソは狂暴

な野獣なんだ、間違いない！」と。 

  



135 

 

 

 

 

 

人は認識に基づいて行動します。「ノ



136 

 

ウソは狂暴な野獣」 と認識した丸人

は、「ノウソも同じ人間」と気づいた

仲間の反対を押し切りノウソの国を

爆撃し、 わずか数か月の間に女性も

子供も無差別に何十万人も虐殺しま

した。 爆撃されたノウソの都市は２
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００を超え、爆撃の回数はノウソの

首都だけで１００回を超えたのです。 
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139 

 

過去数百年間にわたって、丸人は想

像を絶する数の三角人を殺していま

す。しかしわずか数か月という短い

期間に、これほど多くの三角人を無

差別に虐殺したのは初めてのことで

した。  



140 

 

 

矢も弾も尽き、何百万人も殺され、

工場も破壊され、もうノウソの国に

抵抗する力は残っていません。この

まま抵抗を続けていては、滅亡させ

られた他の多くの三角人たちと同様



141 

 

に、ノウソ人も絶滅します。  

 

・・・４年間の激しい戦争の後、ノ

ウソはついに全面的に降伏したので

す。 
  



142 

 

 



143 

 

こうして、この星の歴史上、最も激

しかった戦争は、丸人連合軍の一方

的な勝利で終了しました。 この戦争

での丸人の死者数は数万人でした。 

一方で、ノウソ人の死者数は数百万

人にものぼりました。 



144 

 

占領軍がノウソへ降り立ちました。 
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彼らの同胞を無数に殺しているので

す。 丸人たちは偉そうにして焼野原

に降り立ったものの、内心は怖くて

たまりませんでした。 国家としての

戦争は終了していても、激烈なテロ・

個別の復讐が予想されたからです。 
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何しろ相手は狂暴な野獣なのです！ 

 

けれど驚いたことに、ノウソの人々

は焼野原でも秩序だっており、一切

の抵抗をしませんでした。 むろん、

彼らが野獣というのは、丸人たちが



147 

 

勝手に作った妄想に過ぎません。 も

ともと彼らは、何百年も平和に穏や

かに生きてきた民族です。 人の和を

貴ぶ長い伝統と深い精神文化を持っ

ていました。 

  



148 

 

 



149 

 

「ノウソは野獣」と信じていた丸人

の目にも、敗戦の焼野原で他人を思

いやるノウソの人々が、狂暴な野獣

にはどうしても見えませんでした。 

結局、丸人は「ノウソの人々が狂暴

な野獣である」という妄想すらも保



150 

 

持することが出来ませんでした。 

 

こうしてついに、この星で数百年間



151 

 

続いた、「三角人は劣等人種」という

妄想／常識が消滅したのです。 

 



152 

 

さあ、大変です！ このままでは丸

人たちは、悪人になってしまいます。 

三角人を劣等人種だと錯覚し、ノウ

ソ人にあらゆる嫌がらせをし、経済

封鎖で追い詰め、それに怒ったノウ

ソ人を今度は野獣だと錯覚し、何百
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万人も殺してしまったのですから！ 

ど、どうすれば自己正当化が出来る

のでしょう！？ 
  



154 

 

 



155 

 

妄想を破壊され追い詰められた丸人

たちは、自己正当化の方策を人間性

への妄想と善悪の錯覚に求めました。 

人間性への妄想というのは、「人間に

は闘争本能がある。だから常に対立

し戦い合うのだ。 これは生存競争と
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いう、自然の法則だ」といった思い

込みです。 

どれほど大勢の人々を虐殺しても、

生存競争や闘争本能のせいにすれば、 

なんとなく自己正当化ができるよう

な気がしませんか？ 
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158 

 

それは、丸人が長く育ててきた「人

と人とは対立するものだ」という思

い込みの延長でもありました。 

さらに丸人は、善悪の錯覚も利用し

ました。 

 



159 

 

丸人は善悪の錯覚に依存し、いわば

中毒して来たという、数千年にも及

ぶ長い歴史を持っていたのです。そ

の歴史の中で彼らは「世界は対立す

る善と悪から成立している」という

奇妙な世界観を形成していました。 
 



160 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて善悪を「善」と「悪」という２
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分類だと考えると、分類としては最

も大雑把なので（１分類では分類に

なりません）、 誰でも何でも、どち

らか好きな方に分類することが可能

です。 そして敵を悪に分類すれば、

敵を何百万人殺しても、「悪をやっつ



162 

 

けただけ」と錯覚出来ます。 

 

つまり破壊されてしまった「三角人

は劣等」という妄想の代わりに、丸

人たちは次のような妄想を作って、 

自己正当化を図ろうとしたのです。 
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164 

 

とはいえ、妄想は簡単には成立しま

せん。 妄想をあたかも現実であるか

のように自分自身を騙し、信じるこ

とが出来なければ、妄想は成立しな

いのです。 
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166 

 

そこで丸人たちは、自分を騙すため

に、手の込んだ儀式を行いました。 

 

それはあたかも客観的な真実の追求

であるかのように見せかけて（そう

でなければ、信じることが出来ませ



167 

 

ん）、 「ノウソが悪で丸人が善」と

いう、あらかじめ決まった結論（＝

妄想）」を導き出すというものでした。 

 

初めから結論は決まっているのです

から、客観的な真実の追求は出来ま



168 

 

せん。 けれど、それがあたかも客観

的な真実の追求のように見えなけれ

ば、自分を騙すことも出来ません。 

「三角人が劣等」という妄想を壊さ

れてしまったが故に、丸人は、この

ようにとんでもない無理をすること



169 

 

を強いられてしまったのです。この

なんともややこしい儀式を丸人は２

年以上も続けました。 それは丸人が

自分自身を騙し妄想を信じるために、

必要な時間であり必要な手続きでし

た。 
  



170 

 
 



171 

 

さあ、これでなんとか妄想が成立し

ました。次は、悪を憎めという教え

に従い、妄想を補強します。 

 

たとえ不安定な妄想でもそれに従う

と、妄想をより深く信じることが出
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来るのです。丸人は新たに作成した

妄想に従い、ノウソのリーダー達を

死刑にしました。むろんこうすれば

彼らに反論され妄想を脅かされるこ

とも心配しなくて済むのです、永遠

に。 
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174 

 

ノウソのリーダー達の遺体は灰にし

て海に捨ててしまいました。遺族だ

ろうが同胞だろうが、悪を弔うこと

など、決して許してはいけないこと

です。正義の味方は徹底的に悪を憎

むのです。 



175 

 

さらに丸人は世界中で同様の儀式を

繰り返し開き、１，０００人ものノ

ウソの軍人たちを死刑にしました。 
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・・・しかし、まだ不足でした。 



177 

 

 

妄想は、自分で信じることが出来な

くなれば一瞬で壊れます。 

 

「ノウソが悪」という妄想は、まだ

まだ脆いものでしかありません。 も



178 

 

しノウソに自由な言論を許せば、妄

想は間違いなく破壊されてしまうで

しょう。 

 

何しろノウソには、過去数百年間も

かけて丸人が作り上げた盤石な妄想



179 

 

（＝三角人は劣等人種）を破壊した

という、とんでもない前科があるの

です。 どれほど警戒しても、警戒し

すぎるということはありません。 

 

そこで彼らは占領軍としての権力を



180 

 

使って、マスメディアや学校教育を

通して繰り返し「ノウソは悪だ」と

宣伝しました。 むろん反論を許さぬ

ように、全ての本や新聞は検閲しま

した。  

 



181 

 

丸人は実は言論の自由を掲げており

検閲するのは全くの自己矛盾なので

すが、とてもそんなことを言ってい

るゆとりはないのです。 
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183 

 

さらに、丸人たちはノウソの国へ、

自分達の軍隊を恒久的に配置しまし

た。   ノウソの首都圏も、丸人の

軍事基地で包囲したのです。 
  



184 

 

 



185 

 

軍事基地の中は治外法権とし、ノウ

ソの立ち入りは警察といえども許し

ません。 こうすれば丸人は好きなと

きにノウソに対して実力行使が出来

ます。 
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実力行使が出来るということは、い

つでもノウソ国の中枢部―マスメデ

ィアや政治や司法など―へ巨大な圧

力を掛けられるということです。 

 

そして丸人の大切な妄想を壊しそう



187 

 

なノウソの政治家や言論人が出現し

た時には、実際、すぐに潰したので

す。 

 

実は丸人は言論の自由だけではなく、

民主主義も旗印として掲げており、 
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意見を異にするノウソの政治家や言

論人を潰すということは自己矛盾な

のですが、全くそれどころではあり

ません。 
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190 

 

こうして、「丸人は正義の味方。ノウ

ソは悪」という妄想を強化するため

に、あらゆる方法を使って、 徹底的

なノウソへのコントロールが行われ

ました。その結果、ノウソは、次の

ような屈折を強いられました。 
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 「ノウソは悪で、丸人は正義の味方」とノウソは認

めなければならない。そして、それはあたかもノウソが

自由意思で判断したように⾒えなければならない

（そうでなければ、丸人は自分自身を騙せず妄想

を守れない）。 

 「ノウソは悪で丸人は正義の味方」に反する⾔論



192 

 

や報道は実質、禁止される。 しかし⾔論や報道の

自由が、あたかもノウソに存在するように⾒えなけれ

ばならない（そうでなければ、丸人は妄想を守れな

い）。 
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 ノウソの主権は制限され重要事項の決定は実

質、丸人が⾏う。 しかし、あたかもノウソは国⺠主

権の⺠主主義国で・法治国家で・自由意思を持つ

独⽴国であるかのように⾒えなければならない（そう

でなければ、丸人は妄想を守れない）。 

 占領軍の駐留等も実質、強制だが、あたかもノ
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ウソが丸人に頼んで駐留して頂いているように⾒え

なければならない（そうでなければ、丸人は妄想を

守れない）。 
 

さあ、ここまで徹底してコントロー

ルすれば、さすがにもう、「正義の味

方の丸人連合軍が、ノウソという悪



196 

 

の権化と戦った」という妄想を脅か

されることは無いでしょう。 
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さてノウソの苦難は、これで終わっ

たわけではありません。 

善悪の錯覚が支配する世界では、善

悪を利用して強者の味方になること

が可能です。特に今回のように強者

が脆い妄想に必死で依存しているよ



198 

 

うな場合は、なおさらのことです。 
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200 

 

そこでノウソの敗戦後、大勢の人々

がノウソを悪だと決めつけました。 

有ること無いことを言い立ててノウ

ソを非難すればそれだけで、丸人の

妄想を補強でき味方だと思ってもら

えるのです。 そこにはかつて一緒に



201 

 

戦った三角人の仲間も含まれていま

した。 
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203 

 

さらにはノウソ人の中からも、同胞

を悪だと裁くものが現れました。 こ

うして多くの人々が、ノウソへの非

難を競い合ったのです。 
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205 

 

怯える強者に味方だと認めて貰う、

その報酬は巨大なものです。 

「ノウソが悪」と上手にアピールで

きた人々は、それぞれの立場で、社

会的名誉、地位、お金、財産、権力、

賠償金、ノウソが失った領土／国を



206 

 

獲得することが出来ました。 
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一方で、ノウソの味方／悪だと思わ

れた人々は、それぞれの立場で、 社

会的名誉、地位、お金、財産、権力、

自由、命、家族、領土／国を失いま

した。 
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一方で、同胞を非難することを拒ん

だ、ノウソの生存者のほとんどは、

ただ口をつぐみました。 なぜ戦った

のか。そこにはどんな怒りがあった

のか。言いたいこと全てを腹の中に

飲み込みました。  



210 

 

占領下で他に選択肢は無かったので

すが、それだけではなく個人の会話

レベルでも「言い訳をするのは恥ず

かしい」という彼ら独特な美意識が

あったのです。 また、せめて自分達

が悪だということを受け入れること



211 

 

で、これから長く占領下で生きるこ

ととなるノウソの子供たちへ、善悪

の目隠しをしてあげようという、親

心もあったのかも知れません。 
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213 

 

それにしてもノウソの人々は、なぜ

もっと「自分たちは悪じゃない」と

主張しなかったのでしょうか？ 

  



214 

 

 



215 

 

何百万人も殺され、奴隷労働を強い

られ、国土を占領され、悪というレ

ッテルまで貼られたことに関して、

ノウソ人の大半が、納得できたわけ

ではありません。彼らが善悪の錯覚

に全く無縁なわけでもありません。  



216 

 

 

とはいえノウソには善悪をたかだか

方便 だと考える古い伝統が残って

おり、悪とされたことに関しては、

負けたから仕方がない程度に考える

人が多かったのです。 



217 

 

 

辺境の地にあるノウソには、多くの

丸人が錯覚している教え ―●他人

を愛せ ●善を愛せ。悪と戦え ●悪

人は神に呪われ、地獄へ落ちる ●意

味もなく人を殺すな ●異教徒は悪



218 

 

魔だ ●人は生まれながらに罪深い

―は広まってはおらず、小さな子供

は別として、神の呪いや地獄を恐れ

る人は少なかったのです。 
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逆に言えば、多くの丸人が善悪の妄

想にどれほど深く中毒し、傷つき、

苦悩しているのか、ほとんどのノウ

ソ人には想像も出来なかったのです。

そのため、丸人がノウソを屈折させ

た理由も分からず、それは多くのノ



221 

 

ウソ人―特に若い世代―の心に暗い

影響を与えました。 歪んだ社会に

委縮し自虐的になったり、刹那主義・

拝金主義に走ったり、絶望し自殺す

る人すらもいたのです。 

 



222 

 

さて、人の行動は認識に基づきます。 

「人間には闘争本能があるので必ず

戦う」と思い込んだ丸人の一部は、

その後ももちろん、戦い続けました。

また自分たちを正義の味方だと認識

した丸人の一部は、その後、悪人探



223 

 

しを続け、やはり悪（彼らの考える

「悪」ということです）と戦い続け

ました。 
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225 

 

妄想に取り憑かれ戦いをやめられな

い、そんな悲しい丸人の戦争にも、

占領下のノウソは自由意思を装い協

力しました。 その結果、丸人を怖く

て非難できない人々は代わりにノウ

ソを、「やっぱり悪だ」と一層非難す



226 

 

ることになったのです。 

 

さてノウソが丸人に征服された後の

ことです。 

この星に実に不思議なことが起こり

ました。 突然、多数の三角人の国
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が出現したのです。 
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それは、丸人が数百年かけて侵略し・

夥しい数の人々を殺し・征服し・支

配してきた、この星の全土に存在す

る、数多くの植民地でした。 その植

民地が、なんと一斉に独立したので

す。 
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時を同じくして、優生学も人種隔離

政策も廃止されました。 三角人にも

教育の機会や選挙権が与えられ、あ

る国では丸人が多数派でありながら、

三角人の大統領すら誕生しました。 
  



231 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



232 

 

そして国際会議では、誰もが皆、戦

前のノウソと同じことを主張するよ

うになりました。 
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この革命的な変化で得をしたのは、

決して、三角人だけではありません。 

三角人と丸人との結婚が容認された

ため、三角人を愛した丸人も、強制

的に引き裂かれることは無くなりま

した。 人種を超えて皆が自由に愛し
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合えるようになったのです。 
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認識を間違えないこと（妄想の世界

へ現実逃避をしないこと）は、その

人にとっての利益となります。 

 

間違った認識に基づいて同じ人間を

差別し、辛い思いをさせずに済むよ
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うになったのは、丸人にとっても大

きな救いでした。 それを実感した多

くの丸人たちは、自ら率先して人種

差別と戦うようになったのです。 
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さて数百年もの間、全人類に絶大な

苦悩をもたらした人種差別とそのシ

ステムが一瞬にして消滅したのは、 

人類全員が悪人から善人に、ある日

突然、変身したからなのでしょう

か？  
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…そうではありませんね。 

 

その変化は、全世界の人々が常識と

して共有していた「三角人は劣等」

という妄想が消滅したことから、自

然に、必然的に、生じたものです。 
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人の行動は認識に基づきます。 
 

 

 

人々の認識を変えれば、 

世界は変わります。 
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あとがき-絵本「山は見えない」 

 

本絵本は差別をテーマとする絵本集の１作品

です。 

もし、あなたがこの絵本に共感されたなら、ぜ

ひ他の方にもご紹介いただきたくお願い致しま

す。 

本絵本は、自由にコピーして下さって結構で

す（商業出版はじめ金銭的な授受を伴う場合を



252 

 

除きます）。 また下記ＷＥＢからは、東郷潤の他

の絵本やメッセージをダウンロードすることが

出来ます。 
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